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まえがき

Nil年度は２種類のアルコール賞化酵母に、成長促進および貧血防止の観点から結晶シスチン

（１妬）およびカルシウム・鉄混合物（０．６鰯）を添加し、その効果を調べたところ、顕著な

増璽効果は見られなかった。

そこで、今年度は爾料爆料のうちで、シニチン含量の非常に高いフェザーミールをメタノー

ル徴化酵母に添加し、その効果を検討することとしたｃ

Ｎｆた、新飼料蚤臼源として発酵､l粉をとりあげ、北洋白身蝋粉との代替率について検討を行

なった。

方法

１．．飼育鯛間

砺和５１年６月１１日～１０月１､日（１２７口(首j）

2．洪試魚

奥多摩分錫逵ニジマス1年魚（平均体吏８４．８『）

3．試劉(池

７．４５×１．５０×０．５５１mの他を上下して２分して用いた。水難ば２６．５ｕｎであった。池の

配蘆は図１に示す起りである。

他麺:号 妬１６
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図］・飼育池の配置と試繊区

４飼育池の水撹環境

飼筒池の水質、水温などを表１．２．に示した。
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表１．飼育池の水質（jｌ口和５１年１０月１０日測定）

l:雲豐Ｉ言F芸i吉ﾄ零;芸１４．２Ｃ
－－

１４．２〃排水 4,12／3ｅＣ１１１

－

１１２

１１．０

￣

１１．２ﾉ砿１８汪水

〃排水 １１．１１４．２ １１２ 4．１

１１２

１１１ 4．２

表２．顛育試験蝋圃の水温
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5．試験区分と飼料の配合組成

試験区分と飼料の配合組成（冊）は讃3.に示す通りである。

渋３．試験区分と崎科の配合趣成（総）
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１区は対照区で、２～５区は新飼料蛋白源として、発酵血粉を１５～６０躯まで配合し、

北洋白身魚粉の代宿:とした。６～９区は、メタノール資化騨母を．４９年度試験結采より考

えられる鮒合率の限外である。３０粥配合し、更にフェザー，ミールを3.6.9拓各と添加し

た。なお､参考段でに市販飼料区を設け、これを１０区とした。

6．飼料(､一般分杭WifL（妬）と俊度（"）

試験に用いた飼料CD一鮫分析lUiと峡腫を菱４．に示した。

蕊４．飼料の一繊分析但と硬度

,乞う:~翌にｊｌ水分 鑓蛋白質
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８ 5．０７ 7．９
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１１．５０

１２．３９

１７．４０

１８．７５

９ 7．１９ 7.7

＊

１０ ４５．０ 1１．０

＊市舷飼料分析値は（成分炎示値）による。（オリエン’ル酵母工兼分析）

(ＯＭｊ考）Ｌ下段は乾物換算1値を示す。

２．趨循肋の分析は、戯分解後、エチル・エーテル抽出虻よる。

３．便壁は木犀式峻腱計による。、＝５０の平均値を示す。（加圧軸５の使用）
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Ⅲ緒采
１．飼育試験

飼育試繊開始後の体重測定は、２０日間誌斜を宿ない、１日閏.止めして実施した。給鰹量

は､.原則としてライトリッソの給鴎率表に塗づき.１０日毎に供試魚の状態によってﾈiW正を

↑うなった。

飼育蝿|画〕中、５区を除いた他の区でくま、潅始技iiLi・は活発であり残iijlr峰みられなかった。５

も、投鶴直後は援欝行動を示すが、嫁餌が多くなり、飼育試繊溌了簿には、縁とんと鋲鱒し

・なくなった｡また‘孫餌の状ﾄﾞｲﾂijが悪化してくるとiI1時に、鱒には貧血症状が認めCTLるよう

になった。飼育試験のｉｆ琶采は衣5.に示すとおりであり、生残率は９８．８妬（範闘９６．７～

１００総）であった。

飼繕効率は市販飼料（１０区）が７２．３箔と逮低の艫を示し､ついで、生残率の鎌も低か

った５区が７７．３鵜である以外は、ほぼ良好な順を示しひ７蓬の７９．９筋を泳ぐと､すべて

の試繊区が８０拓埋上の瞳を示した。４Ｔ１こ１．６．９区の値が滴く．９区は１区よりも高い値を

示した。虞た６区はｉｌＺと比べて、ほぼ|可じ値を示していた。（図４.参照）

体重測定毎の平均体重の麟移は凶２．３に示すとおりである。発酵血粉試鹸区では．３区で

鍍も成長が良く、発酵血枌の配合率が３０蝿をこえると成長が劣る微１句が見られた。フェザ

ー・ミール添加区では‘添加率が高くなるに従って、』､F増体重が塘加する傾向が児られだ。

…特に９区では､,対照区よりも平均体重は高い値を示した。しかし．フェザー・ミール無添加

の６区では、飼育試鹸終了痔の平均体重くま７厘（フーザーミール添加区）よりも高かった。

な職参考までに．飼育談議終了埒の各区の体重組威を図６．に示した。測定個体数が少な
［O

いので、にっきりした緒論は出せないが、試験区によって、若干の[ﾙﾐ長差が認められた。

（５）



表５．飼育試験結果

区 分 １ ２ ３ ４

数
塁蘂

重体均
尾蕊一一蕊一千
故
一
一

二lE1工iFJii
１２０ １２０

１０２５０ １００６０

８５．８ ８５４ ８３．８

収上尾数 １２０ １１８ １２０ １２０

童 量 『Ｉ４７３５０ ４４０３０ ４６１６０ ４３４８０

乎均体重
一一一一一一

死亡尾；i:虻

丘 ３９４６ ３７３．１ ３８４．７ ３６２．３

０ 0

皐量
■－－－－－

’1〈．明尾数

牙

0 -１ ０

量一辨
璽

満

一噸

ザ １６５

牙 1３８３７ ４１５１７ ４３４７７ ４１１２３

ニレツト

テ

オイノレ

４１７９０ ３９５１０ ４１３７０ ３９１６０

同種霧別内訳

２０４７ ２００７ ２１０７ 、1９６３

増重 量 ， ３７０５０ ３３８２０ ３５９．１０ ３３４２０

補正端愈量
一一一一一一一一一一一一一一

成長・iiﾐテ率

ザ ３３９８５
●

髄
一
粉

４５９．９ ４３８．４ ４５０．５ ４３２．３

残生率

原物鋪料効率

「
１００１００ ９８．３ １００ １００

紗 ８４．５ ８１．５ ８２．６ ８１．３

￣－－

蒲正涼物飼料効率 錫 ８１．９

砿長率

給餌率

妬／日 1．２０ 1．１６ 1．１８ １．１５

９６／日 1．４１ 1．４１ 1．４３ 1．４２

蛋臼効率 1．９４ 1．７２ 1．６８ １，６６

補正蛍臼効率 1７３
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５－－'－－５５ ６ ７ １０

１２０ １２０１２０ １２０ １２０ １２０

１０２００ １０２００ １０２７０ １０２００１１０３１０ ９８２０

８５．６８５．０ ８５．０ ６５．９８５．０ ８１．８

１１９ １１８１１５ １１７ １１８ １１９

４０６００ ４４５１０ ４２５６０４２５６０ ４５１００ ４７５３０ ３７５９０

３７４０３５０．０ ３６０．６ ３８５．５ ４Ｕ１．１ ３１５．９

４ １ ２ ３ １

１０１７ ２６５ ５７７ ５７２ １５６ １６０

０ ０ !） 0 －１ Ｕ

２８１

４０(’７６ ４１１１７ ･４１０９７ ４２５０７１６３２８６ ３３６２５

３５７４０ ３９１００ ３９１４０ ４０４６０１４１１８０ ３Ｕ７６０

1９３６ １９５７１９５７ ２０４７ ２１００ １８０５

３０４，０ ３４３１０ ３２２６０ ３４９００１ｺ７０２０ ２７７７０

３１‘１１７ ３４５９５ ３２８５７ ３５４７２１３７４５７ ２７９３０

』…｜‘…
４１１．８ ４４０．０ ４２１．３ ３８６．２

９６．７ ９U２ ９８．３ ９７．５ ９８．３ ９９．２

７４７ ８３．４ ７８．５ ８２．１ ８５．５ ７１．９

７７．２ ７９．９8.2.1 ８３．４ ８６．５ ７２．３

1．１３ 1．１６ 1．１３ 1．１９ 1．２１ 1.06

1．４５ 1．３９ 1．４２ 1．４２ 1．４０ 1．４７

1．４５ 1，８０ 1，６７ 1．６１ 1．６１ 1．６７

1.831．５０ 1．７０ 1．６３ １．６９
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各試繊区の蛋白効率（増璽量／給欝蛋白量）を凶5.に示した色飼料効率において見られた

|唄向と比較すると、蛋白効率で見られる1唄向とはかなり異なっている。発酵血粉試駆区では、

発酵血枌の配合率が高くなるに従ってＮ蛋白効率は明らかに松少し、‘5区画は１．５となった｡

またフェザー．ミール添加試験区でlｪ、添加率が,烏<なるに従って、蛋白効率は低下し、８

区‘９区はほぼ何じ腿を扇示した‐～；～‘～

参考までに、魚粉、メタノール費化酵母、フェザー・ミールのアミノ酸含有量を表６．に示

した。発酵血粉では、魚扮と比種すると、ロインンの量が極端に多いことが特徴的である。

各原料のアミノ酸含有量（鰯）
－－

表６一辨一》

雨
Ｉ

フェツＬ－ミール

５．３

１．４

（)．４

３．８

６．５、

リゾン

メチオニン

ンスヲジン

トリプトファン

グリンン

イソロインン

ロインン

フエニルマフニン

スレオニン

/々リン

ヒステジン

チロンン

原料の粗蛋臼質

３．６

６６

３．６

３．６

６．４

０．５

３．２

８３
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＊魚粉のアミノ酸含有量は認１出版刊：食品中のアミノ酸含鍾さとその

蛋白生i物価（聡矛I｣４７年）による。

2．食味試験

飼料蛋白源の条件としては．，飼育成績が良好であり、更に、生産された魚の可･食部に異臭

等があってばならないので、飼育試験終了後に、食躰試験を:、なった。

(１１）



(方法）

１）食味対象群

１．５，．６，９．１０区の供試魚を用いた。

２）パネル

水産庁３名、淡水研４名、者|>水試（本場）２１名、（大島分揚）．２１名、
（英多摩分J場）１３名

３）調理

試供魚は内臓を除去し、炭｢火で白焼きとした。

４）判定

Ｉ調j理した試供魚を１区２尾宛計１０尾を机上にならべ、香り、味､口あたり、硬さ、
総合の順で判定を行ない鋲値化した。

（結栄）

食味試験のﾎﾟ鐸を表7.に示した。食味対象群ではいずれも「異臭や『特異な泳等は
兄られなかった。～がｒ

表７．食味試験結果

三三F二庫鳫｡三雲二'て雲 硬一ざ 総合
一

十０．３４６２＋0.4167

発酵血粉
１５約区

発酵血粉
６０筋区

２１＋０２６６７１＋０．５９３８１＋０．６４０６ ＋０．４６９７ ＋0．３８００

午

３１＋０．７１１９１＋０．６２６９１＋0．７１６７ ＋0７１４３ ＋1０．７２００

フェザミーゾレ

９粥添加区 ４１＋０．２０６９１＋０．３７７０１＋０．３３３３ ＋０．２４１４ ＋０．４２５５

市販飼溝１５１十０２５４５１＋０２７８７１＋1１１６６７ ＋0．２５４２ ＋０．２３４０

しかし、発酵血枌６０筋区の･供試魚は重症の貧血症状を示しており、供試魚の健康

イ火態は良好とは考えられないが、食味該偽り↓ては蕊も良い満果を得、パネルの噌好|生に
あった魚である事がうかがわれた。

3．供試魚の体型およびⅧ臓器重量測定結果

飼育試験終了煙、各試験区毎に、供試魚の体型およびl蝿器重量を測定し、試験区による差

（’２）



について検討した。

（方法）

１）・供試魚

．：各試|諌区より無作為に５尾抽出した。

、２）測定項目

体重（Ｂ・ｗ）、被鱗体長（Ｂ、Ｌ）を測量準凹解剖し、肝;１１蔵重量（Ｌ，Ｗ）、腎臓

璽量（典．ｗ）、l鞭重量（３．ＷX心鍼重童（Ｈ、ｗ）、生殖腺重量（Ｇ,ｗ）、

内|嬢重量（Ｖ、Ｗ、内臓とは上記以ﾀ|の鯵雛とした。）を測定し、体重に対する比率を

算出した。

（結果）
丁１．

測定満采を衣８．図７．に示した。体重に対する比率でレル議器を比較するとび生殖腺重量は
,１.

未成熟魚であるた坤|臓体差かi大きく､}はっきりした1輯向は認められなかった｡,[jv]`X､肝臓

，腎臓ほいずれも５区（発酵Ii1粉６０総配合区）が高い値を示し、特に,[“については、対

照区の４倍近い値を示す個体もjiLら''i;こ゜肥満塵、爽質肥満度については、各試験区とも

｡;に対照区とほぼ'7りじ値を示した。

の

ひ

'５

I．

（１３）



讃８．各区'供試魚の体重、
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図７．各区の臓器重量の体重比

縦軸は方法の測定項目を参照、横軸は試験区。
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4．侠試無体一般成分分析結果

飼育試煉終了後、供試魚体の一般分'ijj｢を行ない試馳区による差について恢討した｡なお‘

分析は東京水震大学・渡辺武助該撞にIjljdij罰した｡

（方法）

１）供試魚

各試戚区より、鍵作為に１０尾宛抽出した。魚体は筋肉と内繊にかげて・急速冷凍し

て分緋に!`、した←但し、５厘については処理の手違いにより．供試魚が狩られなかった｡

２）分析項目

・極蛍白質、樋鰭肪、水分の３蜜白について分ｌi｢を実施し/こ゜

（結果）

分析話呆を衣９．凶８に示した。試駁区による差は、内1t震、筋肉ともに譲られる。勉蛋白に

波９．快試魚体(､→返分祈楯采（緒）
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ついては、発酵血粉試練区では．

発酵血枌の離合率が高くなるに

従って、筋肉、内臓ともに靖加

する傾向が見られる。フェザー

ミール添加試鍍区でば、添力ij率

が高くなるに従って、減少する

煩向が兄られ、特に内臓でその
OqOp

1頃向か著しかった。

組脂助で罐、遡蛍臼賞におい

てえられた傾向と全く逆(pl頃向
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供試魚、筋肉、内臓の一j役分析結果
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し一筋肉△－内幟

図８． 内臓の一般分析結果

Ｂ－樋脂肪ｃ－水分

△－内臓

（１８）



ａｍｉｉ液の性状および生化学的倹査祷果！～ヘ

飼育試験終了後、血液学的繊査と人臓jで行なわれている生化学的診断法を応用して標試魚

の健康診断を試みた。′・

（方渋）

〈１）侠試魚ノバ

トルュ各試練区より、､無作為に５尾弧出した｡Ｊ

ｊＬ：２)ろ採血.．

～採庇は．キュグィエ式管より､ヘバリンコーティングした注射筒によって採血した血

液について血液学的検査を行なった。また姥i内普蝿鐡によって）得た血液は、珠血後、直

〆・らに違心分離を行なって血しょう･とし、生化学EMJ倹茸に供した。

３）血液学的検査

赤血球数（ＲＣＣ）・トーマ血球界:定盤により計錘した。

ヘモグロビン（Ｈｂ）Ａ、０．ヘモグロピノメーターによって徽定した。恒

.し、ヘモグロピノメーターでiiNIl定できない血液につい

て}ま、シアン・メド・ヘモグロビン法を用いた。．。イ

ーベ々トクリッ･卜（Ｈｔ）・10,00ｏｒ.ｐ､､E’５分｢剣遠心分離を行なった。

口」〆平均赤血球血色紫量（ＭＯＨ）

.､ﾛ■0,｡｡ﾛケ! Ｈｂ

～．い)NＬｑＨ（rr）＝－×１０によって算出した。 do

.●0６０.-1-

.ＲＯＣ。

平均赤血球容積（ＵＣＶ）

Ｔｂ

Ｈｔ

ｉｖ【０Ｖ（/`３）＝－×１０
ＲＯＣ

によって算出した。

平均赤血球血色素嬢度（ｕｏｃ）

Ｈｂ

ｕｃｃ（儲）＝－×１００によって弊出した。
Ｈｔ

4）生化学的恢査

和光純薬脚袈の臨床荻愛用キントを用いた。

総蛋白質（､ＬｉｏＴＡＬ－ＰＲＤＴＥエⅣ）、トリグリセライド（r1RIGLYOEHID己）、遊離脂肪

(１９）



～

戯（ＮＨＦＡ）、リン脂質（ＰＨＵＳＰＲＯ－ＵＰエＤ）、総コレステロール（ＰＯＴＡＬ－ＣＨＯＬｍ－

ＳＴＥＲＱＬ）、遊溌コレステロール（ＦＲＥｎＺ－ＣＨＯＬＥＳｒＥＨｕＬ）、鉄（Ｆ'ｅ）、マグネシウ

ム（Ｍｇ）、カルシウム（０１）、リン（Ｐ）。

（結果）

各区侠試魚〈Z血液の性状および生化学的検査結果をまとめて、表１０.図9.10.に示した。

赤血球数については、対照区と比戦して、２．４区で低下しており、将に５区では著しく'低下

している。またヘモグロビン童についても、対照区と比鞍して、２，３，４，５区で低下し

ており、（図９参照）発酵血粉の配合率が高くなるに従って低下する1膜向がjLられた。ヘマ

トクリット鵬についても、まったく何ｲ求のi職向が謎められた゜

,ｖｌｃＨＭｖｌｃｖについてもIiiiI称のi風向刀醍られぴ禿鮮血粉の自己合率が高くなると、赤､j球

中の血色素量は掘少することが関らかとなった。

６～９区では、これらの腿はほぼ同球桂腫であり、フェザー・ミールの添加率による差は

兄られなかった。

血し上ラの生化学的検査力諭衆では、トリグリセライドについては、発醗血粉の配合率が高

くなるに従って低下するl風向が戈ら;rした。リン脂質についてはやはり、発酵血枌の配合率が

高くなるに従って‘低下する|例向が兄られる。また、６～９１逃では､フェザー・ミールの添

加率が高くなるに従ってリン脂質量が高くなるi域向かえられた。総コレステロール、遊離コ

レステロールでは、ヌ:｢鵡区が砿も尚い値を示し．発酵血枌の齪合率が高くなるに従って低下
｡；;...↑~o

するIiJLi1句が見られた。無機物のうちでは、鉄、マグネシウム、リン等について、対照区と比

較して､５区が低い値を示した。（図１０参照）

(２０）



■

●
ｐ
筥
已

■
■
℃
◇
０
Ｇ

⑤
》
０

一
■

｜
ザ
Ｂ

ワ
ロ
ー
■
４
９
１

●

。:－６・
平－１▽

Ｐ

ｆ
釦
「
ｌ
Ｄ

ｌ
Ｄ
Ｃ
０
０
●
◆

。
』

勺
●
一
●
丘
●
←
可
Ｕ
■
Ｕ
■
０
二
ト
ー

Ｐ
■
－

』▲←丹鈩〉「．』９００も一昨｜｝『↓←ロ
■

←
‐
●

』
小

61Ｊ《０．．３Ｔ・丘
,１．K;ﾎﾋﾆ
ｭいtfiWlい
--.2.℃:5.,----

刺,:，
P。_ろ●､

ﾉﾗﾉ､寵ｉ
８ｌ粉,．【v2．
１・・ウト､！`

２Ｕ△nＪ１１人６

￣（
◇
０
Ｃ

●

テ
０
⑪
□
９
⑭

,誼－
Ｐ
Ｏ

ｉ
ｊ
‐
｝
年
０
１

平
・
‐

ご
』

’
０
■
｛
■

け
■
■
ざ
０
．

Ｐ
●

◆

‐
Ｉ
｛
、
一
七
・
ａ
－
ｇ
Ｇ
『
．
０
□
化
‐
ゼ
ロ
。
，
’
０
．
－
℃
０
‐
．
●
〃
．
、
■
と
‐
’
’
１
－
凸
．
０

０

．
‐
。
？
』
．
ｐ
Ｈ
‐
。

‐
□
Ｂ

ｐ
。
■
、
。
‐
凸
。
‐

■
●
・

・
■
’
ｉ
・
■
・
印
‐
■
・
←
ん
｝
〉
？
▲
。
↑
。
グ
・
Ｃ
Ｏ
‐
‐
□
》
ｂ
ｆ
Ｊ
い
も
，
ゥ
可
。
．
Ⅱ
。
？
包
一
Ｏ

ｌ
Ｉ
Ｌ
０
コ

一
ｈ
＆

？
－
。
シ
’
一
Ｏ
Ｐ
２
Ｄ
ｐ

Ｂ
■
。

△
ｄ
Ｏ

Ｐ
●
。
．
⑪
０
勺
０
６
．
←
■
。
－

，・・・》全、』。》・←．．ｑ樒礼・叩』準》・』’１恥．’傘埣鞍凸・・ハト。。“・Ｉ，’・・…．
。
。
■
●
’
：
の
、
０

０
．
１
９
ｂ
一
．
■
●
。

■
・
》
●
●
‐
｜

こ
■
ｌ
Ｐ
■
●

１
６

－■奴
一

㎡
ｒ

・
・
ｆ
卜
，
ｉ
０
‐
‐
‐
１
’
‐
‐
が
ｗ
Ⅲ
Ｍ
，
‐
、
’
７
８
．
７
１
ム
リ
１
０
０
‐
‐
二
，
。
，

■

凸
０
、
６

◇
０
』
、
９
‐
０
，
．
．
．
．
０
、
．
‐
，
泣
一
｜
，
印
ト
ー
ー
ヤ
か
皿
郎
！
『
，
？
。
出
４
，
０
企
‐
Ｉ
デ
ー
、

‐
■
。
リ

ニ
Ｓ
１

■

Ｃ
０
．
ｐ
■
▽
》
・
■
■
宮

’
６

ｃ
ｃ

⑪
‐
４
！

●
■
ご

「
４
Ｐ
Ｃ
□
・
‐
‐
。
■
・
面
。
Ｄ
Ｐ
と
。
い
れ
・
・
０
点
。
．
■
・
’
（
一
→
．
如
し
▽
‐
▲
‐
・
’
舵
。
－
炉
。
一
Ｆ
鄙
，
。
．

。
●
‐
６
。
◆

● ‐
１
。
‐
‐
←
■
←
▲
■
’
↑
０
．
．
し

り
‐
■
■
可
０
．

６
ｂ

・
孚
別
・
；
。
‐
平
ｄ
｜
凸
『
０
－
ｍ
一
．
ｊ
ｐ
７
。
Ｉ
．
；
１
－
、
》
坪
－
．
０
．
．
．
》
Ⅷ
．
“
』
０
－
‐
坤
．

１
０
Ｃ
ｌ
◆
’
’
二

Ⅱ
●
Ｓ
●
・
出
‐
■

●
午

‐
句

●
。

‐
，
。
。
（
‐
い
い
．
『
（
一
旬
ぷ
い
：
’
・
臥
戸
一
。
Ⅲ
わ
り
一
凸
乙
琵
Ｉ
｛
〃
｜
｜
・
〆
壹
一
・
・
Ｆ
し
。
‐
△
１
．
〒
。
・
い
『
、
．
’
’

ｃ
ｈ
ｑ
Ｅ
－

０
■
』
：

●
Ｐ
▲
■
●
。
Ｐ
旱

０
グ
ー
，
ｑ
ｌ
Ｉ
０‐
’
『
Ｆ
Ⅱ
ｑ

ｑ
■

０
二
▲
◆

叩
一
一
‐

Ⅱ
●

■
０
－
こ
■
曰
・

■
一

・
０
Ｊ
△

‐
７
９
和
汕
叱
杼

Ｏ

Ｓ
０

●０１０ヶ？●●・‐ひ。‐ｑウ式とＣ
ｃ
０
’
４
，
▲
■
Ｉ

■
●
Ｃ
ｈ

Ｊ
ｐ
。

▽
－

●
□

ｑ
か
」
０
Ｃ
１
●
一
●
①
『
▲
ｑ
｜
Ｉ

Ｄ
●
‐
⑥
ト

ー
■
▼

０

６
‐
Ｃ

－
ｐ
』
曰

寸
乢

６
■
｜
・
‐
Ｄ
０
ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
●
●
０
４

０
｜

、
Ｃ

ご
匂

已
‐

ニ
ー

ー
ら
。
．
■
ｂ
０
ゴ

ー
『
｜
■
Ｉ

ｑ
Ｊ

６
７
ｑ
■
ｄ
０
▲
ｄ
Ｌ
ｐ
ｑ
０
１
－
・
・
↓
Ｓ
｜
■
＋
凸
．
□
０
□
「
■
▲
■

●
ョ

■

戸

｜瓜ＭＰ》Ｔ●

’、）し｝』釦叫．と，。）一つ

｛
■
⑪
］
や
口
Ｑ

Ｕ
ｑ
ｌ
ｉ

０
０
‐
■
■

５
Ｕ
や

。
１
日
『

ｉ
ｒ
Ｂ
Ｄ
●
９
。
■
６
●
Ｌ
｜
●
０
コ

，
●
●
色

。
●
｜
→
“

ず
●
６
①
，．
．
‐
ワ
ハ
０
つ
・
‐
・
←
。
’
し

ひ

■Ｏ

Ｓ

■
●
０
９
６
究
一
タ
Ｕ
Ｄ
－
ｄ
ｄ
？

●
←
一

Ｊ
・
い
←
』
Ⅱ
．
▽
し
■
。
ご
■
Ｐ
マ
ー

．
’
舞
加
診
壹
‐
１
町
い
・
・
ｒ
价
山
・
』
態
‐
↑
・
屯
肝
．
．
．
‐
‐
ｑ
・
‐
Ｉ
一
０

６
Ｆ
●
ム

ム
マ
リ
。
□
。
．
ｒ
』
】
』
。
０
１
．
．
９
・

巾
も

←
Ｔ

●
ｒ

－
Ｌ
Ｃ
－
ｂ
Ｐ
●
Ⅱ
句
‐

●
▽
』

●
△

。
『
９

●
』

●

０
守
二

。
‐
６
．
●
ｂ
■
△
‐

ロ
，
．
‐
９
０
ｒ
ｊ
ｏ
で
。
’
・
咀
汀
》
、
心
』
０
△

皿」ｒかに和。．。ふい・雑、》。ｈ、．」曰・口‐・・兆・〉Ｄｑ０的ｑ１ｉ‐叱曰『昨》‐い冒抑一弍口・幻Ｐ。０，０－，．．０．ｃｌ
Ｃ
町
．
？
２
０
０

●
ｆ
Ｉ
０

０
９
。

｜
■
Ｊ

▲

も
▽
■
し
■
、
▽
－
－
－
－
０
．
１
。
‐
Ｉ
ｑ
ｑ
Ｉ
０
■
リ
ム
ロ
ー
Ｐ
■
川
Ｖ
６
■
０
‐

Ｓ
Ｉ
ｌ
ｑ
Ｄ
Ｉ
０
－
６
●
７
１
１
０
０
‐
４
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ⅲ
一
口
⑪
ロ
ー
ー
ロ
ワ
ｂ
－
●
６
１
レ
ー
、
Ｉ
●
‐
凸
・
４

＋､

。
ｓ
〉

白
■

、
や
（

印←
｜
Ｆ

●
■

守
９

９
－
や

⑤
ヘ
リ
。

▲
‐
浄
一

一
Ｊ
〉
』
宅
》

０
廿
舛
枳

宗。】
・
二
己
ら

ｐ
｜

■
Ｃ
Ｐ
。
。
．
⑪
⑪
。

■
．
〃
｜
や
Ｗ
Ｃ
Ｆ
０

１
１
１
．

１
．
．
ｏ
ｄ
０
２
ｌ
ｃ
ｌ
ｊ
Ａ
、
１

，
●
Ｉ

。
。
‐
‐
９
、
℃
Ｃ
収
・
・
・
、
ｄ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
ｉ
『
・
Ｌ
ｐ
０
↓

；
｜
…
小
Ｆ
ｎ
０
ｆ
・
‐
０
０
心
０
１
，
０
１
Ｊ
午
‐
「
（
：
ご
ｊ
缶
．
．
；
‐
か
ゆ
，
９
１
’
・
‐
．

Ｏ

Ｃ
Ｐ
Ｐ

Ｉ
Ｊ

０
Ｃ

ｌ
‐
’
５
‐
‐

６
Ｇ
１
。
。
一
・
・
Ｐ
Ｏ
Ｄ

■
□

Ｉ
守
・
９
０

１
‐
》
’

っ』へ〈聰』『いい｛叩準十川・・・泙一へ州一ユルい蛾財沖舵（１１（い（’い州川が臥蜥跡離軒払》》紗瞬》均し，１
。

①
９
Ｊ
△
。
・
卯
制
。

■
■

００■β

0Ｊ｡▲r

】０

．イＯＳ

Ｐ

■OL
●

￣も↑
◆

噸,ｉ
ＪＤ
Ｏ･Ｏ１９
ＤＵｐ■

い■さ
●1

,。６
８◆｡

!;.i１
３１馬；

‐Ⅲ。Ｃ■一今

’
’
一
一
口
。
．
。
‐
ｒ
’
０
斗
二
・
，
池
７
１

口
●
Ｌ

一
二
〆
●
■

今
●
６

。
。

、
折
ご
“
》
１
．
‐
口
苛
邨
『
■
・
…

．
■
▼

訓
肌
Ｌ
ｌ
Ｓ
Ｄ
〉
「
』
△
勺

い

●
９
●
ｊ
』
●
●
９
０
●
●

。
■
■

０
日
０

０
０
＄
ぜ
。
。
‐
』
少
・
Ｄ
ｏ
０
□
・
５
．
。
仰
県
０
へ
化

守
Ｐ

テ
●

■q●■
｡h

け

．．‘i,
▲

■

ＣＯ、
◆=●

卜Ｓ

Ｍ４ｄ１ｂ
Ｉ､

８－１
ぃＪ９

ｃ－了・ｙ
１２Ｉ

Ｄ
０
口
●
『
二
－
■
。
０
ｓ
一
・

－
’
ｗ
｜
け
〉

←
、
．
．
２
０
忠
．
。
’
０

．
口
‐
←
ぴ
０

字
⑤
●
百
。
⑥
ｆ
日
日
『
■
凸
■

ハム？●■０辿幻○ＰＣ■』０、●Ｑ・●ｑ‐凸
ｊ
▲
０

△
七
ｂ

Ｃ
。
Ｐ

●

Ｃ
ｌ

●

。
。
Ｐ

Ｏ
Ｉ
。
一
・
・
Ｐ

ｂ
０
ｌ
上
⑤
Ｆ
四

Ｊ
●
。

､■己．←P

印へc■'●
や■

９゜Ｉ'

●

▽0D▽

？=．１．゜

鍬0-.Ｌも
〒ロ１．－

－◆:Ｐ＆
庁じP
~■凸､

I-●

:。Ｆ１・
b_ロロ

〔

■
ト
ゴ
■
刀
？
Ｃ

ｌ
凸

ロ
］
月
毛

｜
‐
－
■
、
。

■

。
●
‐

’
。
、
』
』
－
ｒ

｜
■
』
■
Ｐ
■
。
▲
０

▲

Ｄ

Ｕ
Ｉ
▽
Ｆ
一
・
一
一
Ｊ
◆
Ｏ
Ｏ
－
Ｓ
ｐ

Ｊ
●

▼
０
９
Ｓ

Ｉ
Ｓ

●
』
の

Ｑ
ｑ

グ
ｂ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
Ⅱ
ヤ
ー
ー
９
⑱
Ｌ
■
Ⅱ
。
‐
↑
の
］
？
Ｌ
Ｐ
Ｐ
■

‐
■
０
．
●
０
９
●
夕
）
ｊ
９
０
－

⑪
▲
凸
。
■

０
Ｆ
■
■
ナ
。
△
｜
宮

『
●
ゴ
ー
Ⅲ
偲
何
ｒ
ｏ

■
Ⅱ
０
１
－
１
１
づ
０
，
－
０
ロ
ー
■

Ｄ
Ｓ
ｐ
‐
８
‐
－
己

V-o

q0JqHf

bノ？ミニ

’ｑＡ・

ｌｌ－Ｄ－
▲⑧｡￣■

；ず、↓．
●●､■け心P

、１．１０．

か＆

!.‘ＯＰｂ

Ｌ･ハト

､１１
－ｌ

Ｂｂ

ｌ－←ｌｏ

ｔ(:１１;F
D：

。~守冤FPで？巳

｢-bQlq-pq`

」’Ｘｑ

ｏ■..２

１？,KＴＦ

ｄＯ．＿

Ｃ
ｌ
▲
」
沢
１
６

℃・ヘマ馴州や庁Ｔ一・が一
口
０
０
０
も
９
５
Ｋ
？
‐
‐
●

二
号
も
０

－
◆
●

。》レヘ・閂▽．‐
Ｃ
Ｄ
□
１
６
』

ロ
｛
■
勺

設
．
●

●
・
●
←
■
６

９

□
‐
（
Ｑ

ＰＣ

１ｉｌ、

DB--つ_

；｡

の■PO

OUP

＋－．ｃ●
‐ Ｐ－－

ｌ．。-‐
b!p

‘ｊｊＬ

？Ｆｉｊ．
IｑＳ

１ｄＯｌ
ＩⅡ-２

■
▲
⑪
。
＋
、

ＪＪｈ－ｉ,

Ｙ弓1.

,」△Ｌ

ＰＯ~戸■■

０＄．

~Ｃ

Ｉ１ＵＯ・Ｔ

Ｉ‘Ｌ
Ｆ－

ｂ－１
ＧｌＬ１

，~

ｉｆ..b－Ｔ
Ｇﾄ､Ｓｃ
■｡~

；・；Lﾆｧﾃﾞ．
－けｎ

勺．甲

０ｺ甲迄｡
｡O￣Ｃ

可一▲

●r6 9

6＄．↓’
■

.__●

Ｐ
●
寺
Ｂ
ｒ

ロ
ｑ

‐
｝
、
‐
。
△

」
日
。
０

９
Ｊ
。

１
１
’
？
‐
⑥
。
■
｜
●
●
ケ

⑨
血

Ｐ
ｐ
七
田
？
■
、
■
■
Ｐ
■
●

十
Ｊ
△
①
●
▲

マ
リ
ロ
ー
△
①
．
‐
Ｄ
Ｉ

Ｄ
Ｃ
『
■

◆

砂
一
。

。
・
下
⑪
．
ｑ
■
・
凸
Ｐ
０
■

０
‐
日
刊
１
．
．
山
１
Ｊ
自
一
■
座
。

，
。
。
‐
０
０
口
則
り
つ
ぅ
‐
ず
い
い

凸
．
－
●
ら
５
０
▽
０
Ｓ
ら
１
口
０
．

．
．
句
，
圦
酢
Ｌ
Ｐ
‐
４
‐
Ｉ
‐
二
・
・
’
７
●

０
－

』
ｑ
孔
か
Ｄ
ｗ
Ｉ
ｌ
Ｇ
Ｊ
←
｜
’
汀
⑰
１
０
、
ｍ
ｑ
ｖ
０
句
▲
■
〃
■
』
０
．
Ｃ
▲
８
３
－

●
」
●
桓
旱

口

泪
町
咄
．
》
Ⅳ
帥
一

了
．
‐
ワ
ム
声
Ｉ

。
‐
■
‐
Ｂ
｜
・
一

。
：
。
．
＆
⑩
‐
、
●

・
し
ぎ

０１－－００□□戸△・△。・

一

宮
寺
｛
七
少
⑤
凸
－
■

０

｜
◆
舌
●
■
、
い
●
｝
企
一

口

口
リ
ー
リ
◆
１
口
ロ
．
■
■
６

Ｕ
Ｂ
が
●
－
９
。
此

■
Ｌ
■
‐

・
●
ｃ
ｚ
０
▲
▽
■
■
ｂ
⑪
－
６

菫
９
叶

●
■
◇
’
６

６
今
如
已
１
Ｆ
｜
、
〃
０

■

６
Ｊ
』
Ｕ
０

や
Ｃ
ロ

ワ
ヴ
ー
’

」郭・わ▽卜』・が『・・釦いい穴」．６１０酊一、小Ｌ
餅群川・｛》埒．．戒，悪・一》ゲーム▽７．
１
！
・
わ
．
『
（
妃
守
辮
】
が
己
。
‐
記

口
中
●

０
日
０
凸
が
？
（

⑪
二
Ｆ
□

’
９
０
７
ｒ
←
’
０

ｓ

一
二
Ｐ

ｏ
－
８
。
‐

す

､-

-･Ｌ

ＩＬ．

､空室

巳
Ｉ
Ｃ
１
Ｉ

つ一・■r

P1｡6,
-P

｡,●0

0.９．F
●D Uロ

ー巳

●
」

Ｆ
●
。
。

●
■

Ｃ
ｌ
ｃ
ｌ
ｑ
ｐ
ｓ

Ｐ
ｑ
ｂ

、
●
、 ●
旅

÷五一二■－四



深試魚血泌

ｎ
Ｊ

｢１

１｣

７
０
６

rq

L｣

0２．８

『
Ｊ

ｒ
●
‐
し

｡

己

０８８

r1

L」

(２２）

|Ｚ

２

３

４

５

６

７

６

９

1０

表１０．各区供試魚ITil燐(、

|質
Z2

.7

.4

.2

０

．０

．１

．７

，７

９

９

１

０

０

５

４

８

１

７

５

２

７

３

２

〕

〕

）
劃

、

〕

７

ｒ 供試魚 性Blj
Ｘ１

ＲＣＣ

。／1m；
Ｈｂ

ｌ/(Z’
Ｈｔ

妬

ＭＯＨ

ｒｒ

ＭＯＶ

‘
ＭＣＣ

妬

－
凸
、
〆
』
几
乱
Ｊ
八
紛
戸
『
〉

６
６
６
６
？

８
０
０
６
０

①
●
◆
■
●

８
０
４
３
０

３
２
１
３
１

１
１
１
１
１

３
４
８
６
３

９
●
０
。
●

０
０
０
０
８

１
１
１
１

５
７
０
８
８

●
●
ロ
Ｄ

Ｒ
Ｕ
ｌ
Ｒ
Ｕ
句
会
Ⅲ
舐
ん
坐

Ⅲ
田
４
缶
舟
俎
刈
司
９
Ｊ

２
７
７
３
５

０
●
Ｐ
■
ロ

４
６
４
９
５

７
８
９
７
７

０
２
４
３
４

５
９
ａ
ｌ
ａ
ａ

３
８
６
３
１

３
３
３
３
３

２
３
７
７
９

●
●
●
■
●

２
２
５
３
３

２
２
２
２
２

１
２
３
４
５
１
２
３
４
５

？
６
６
９
草
－
６
６
９
６
＄

１０〔

１０４

１０２

１１４

】0３

■
・
が
』
屈
凶
４
回
。
、
く
り
ｍ
ｑ
Ｗ

１
４
６
３
９

１
１

１

４
４
８
８
礫
⑥
８
２
０
６
２

勺
０
’
七
〈
Ｒ
）
』
Ｈ
Ｕ
Ｒ
）
に
』
９
７
８
８

９
４
５
４
０
－
３
２
６
３
７

Ａ
凹
凸
瓦
＆
岸
Ｊ
■
択
炉
〉
（
ｑ
』

３
４
３
３
３

》
と
し
１
ｔ
ｆ

型
Ｊ
か
堵
（
Ｊ
ｍ
Ｊ
「
⑨

９
５
５
１
５

α
〉
ｎ
Ｊ
４
０
〃
】

刑
笥
Ｊ
Ｌ
涙
＆
Ｄ
Ｊ
７
０

【
Ｉ
ｑ
）
へ
ら
句
１
句
Ｉ

了
乞
（
・
』
１
▲
、
〃
』
へ
、
】

７
６
１
６
９

、
色
（
Ｕ
【
Ｉ
つ
】
９
］
６
４
９
１
３

０
１
８
５
１

句
Ｆ
●

８
７
４
４
３

２
０
６
１
２

３
４
３
３
３

７
７
０
９
９

２
７
９
６
０

３
２
４
２
４

９
５
６
５
７

ｒ
＆
勺
毎
征
こ
ｑ
Ｕ
ｎ
『
〕

２
２
２
２
２

４
〔
■
４
ｑ
リ
ワ
』

９
】
、
］
ワ
』
？
』
ｏ
〕

６
１
７
３
９
３
８
２
１
８

■
！
の
』
わ
。
川
弔
只
Ｊ

早

早

不明
９

６

７
６
５
８
０

０
２
１
１
９

１
１
１
１

６
８
６
０
４

７
ｔ
５
８
４

７
３
３
１
６

が
四
ｓ
グ
昼
円
０
目
し
抗
／
』

２
３
３
３
２

３
４
０
９
１

１
５
１
８
６

７
６
７
６
５

６
５
８
６
９

、
乱
に
』
ｎ
Ｕ
ｎ
仏
４
上

７
６
戸
。
ワ
色
（
Ｕ
刈
田

ロ
△
ワ
全
『
。
□
』
ワ
』

３
５
１
２
５

Ｆ
Ｌ
伝
」
ぬ
岳
⑰
二
ｎ
Ｕ

ｏ
巴
Ｏ
白
つ
ぬ
の
色
の
△

３
６
４
６
’
８

け
’
０
ｊ
ｄ
６
４
Ａ
山
．
』
副
引
汕

１
２
３
４

５
－
１
２
３
４
５

§
６
６
６
９
９
６
６
⑪
９

向
上
が
Ｌ
〈
凶
』
Ｒ
ｕ
、
Ｕ

薑
ｂ
ゾ
】
３
６
６

１

４
ｔ
ｆ
ｌ
８

ハ
Ｕ
ワ
「
－
４
而
へ
。
ヘ
リ

１
４
１
▲
１
１
０
１
℃
１

４
４
８
２
４

八
⑪
ｄ
Ｃ
８
ワ
】
４
。

３
１
０
２
３
と
く

１
１

９
８

０
９
７
８
７
２
９
１
５
５

１
６
９
３
９

１
２
１
１

ｑ
し
【
！
６
Ｐ
ｂ
４

？
］
ｄ
寺
山
■
凸
凹
⑰
。

９
７
９
１
１
０
０
１
０
８

８
３
９
２
１

４
９
４
４
６

ｆ
Ｌ
釘
い
し
勺
〃
ｐ
』
〔
ｕ
〉

７
８
６
７
７

１
１
０
９
２
２
２
９
２
３

８
４
４
９
２

●
。
●
巴
０

，
色
Ｒ
〉
Ｐ
Ｄ
ｎ
Ｕ
〈
ｎ

ｏ
』
、
色
刊
上
、
Ｕ
君
上

ｏ
』
ｎ
Ｊ
、
色
９
』
ｎ
Ｊ

Ｃ
】
イ
１
Ｑ
Ｊ
ｈ
ｇ
宅
よ

■
１
秀
ｌ
〈
Ｕ
４
４
？
】

ｏ
』
ｍ
Ｊ
ｍ
ｊ
ｎ
ｄ
ｎ
ｄ

５
８
８
０
０

１
６
２
１
９

リ
】
⑰
色
か
色
９
－
１
｛

テ
ル
」
小
『
」
勺
０
８
●
■
且
ｊ
卯
司

３
２
２
２
２

６

４

４

:』

４

７
２
９
３
７

ぴ
『
ｑ
ｌ
ｑ
Ｃ
ａ
欲
／
』
ハ
ノ
ニ
、
〃
］
３
３
３
２
２

１
２
３
４
５

県
９
９
６
６

囮
、
肝
、
〕
耐
蝕
Ｆ
Ｕ
円
Ｕ

月
３
９
３
１

１
１

１
１

２

４

O

JI

４

７
８
８
ｌ
ｂ
１

１
１

５
６
７
３
１

｡（

３７

３７

，８８

４７

０
２
０
０
１

〃
Ｆ
Ｌ
、
■
」
ｒ
／
』
〆
『
】
〆
【
し

５
６
９
７
９

３
０
６
５
４

Ｔ
Ⅱ
）
。
ｄ
〃
⑤
ゲ
頓
』
勺
Ⅱ
△
刈
勾
ロ

７
７
９
５
霊
Ｕ

２
２
３
３
４

３
７
６
９
６

Ｊ
１
■
ひ
痢
処
己
山
『
Ⅱ
ユ
、
『
］

⑩
凸
か
△
９
凸
の
』
Ｄ
辱
】

８
１
５
５
６

ゲ
ロ
し
グ
’
し
グ
ー
生
グ
ロ
、
４
口
。

１
２
３
４
５

旱
６
９
９
６

舎
６
０
』
（
『
』
屯
Ⅱ
４
■
四
・
（
〕
》

２
３
２
１
３

１
１
１
１
１

０
２
２
０
２

ｃ
）
に
』
８
７
０

１

３
４
７
６
９

〆
１
Ｊ
ケ
ｊ
▽
Ｓ
０
０
Ｌ
【
ｈ
Ｕ
■
Ｏ
Ｓ

へ
』
４
二
○
４
ｍ
○
一
・

８
１
０
１
３

■
〃
口
伝
Ｏ
Ｌ
Ｃ
Ⅱ
▲
〔
、
ｕ
（
×
】

７
７
７
６
７

５
６
８
７
３

Ｐ
Ｐ
Ｌ
汀
。
Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
戸
。
■
勺
が
乃
匹

１
５
３
９
６

３
３
３
３
３

０
６
０
９
５

ｊ
＆
．
Ｆ
■
几
つ
□
几
■
Ⅱ
几
勺
曰
ユ

ワ
』
９
）
ワ
』
ゾ
』
ワ
』

６
６
８
７
２

に
』
庁
凸
』
ｊ
刎
司
［
『
蛆
へ
紅
）

１

２

３

４

５

６
６
６
９
９

1３（

１８４

１５４

１０（

１２７

４
４
８
⑪
６

１（‘

１（ｊ

ｌＯ

８

９

６
４
７
１
３

虎
裂
企
＄
Ｌ
が
的
】
『
■
ｒ
（
Ⅲ
Ｕ

４
４
４
３
４

３
６
４
７
１

７
６
９
３
ワ
』

７
５
６
７
７

７
３
１
Ｊ
９

Ｆ
８
ｑ
ｒ
虫
山
Ｆ
』
■
ｊ
ｑ
到
心
“
（

１
５
９
４
１

３
２
２
３
３

１
７
７
０
３

５
２
３
１
３

２
２
２
２
２

１
３
１
５
２

３
３
３
３
３

１
２
３
４
５

畠
９
９
９
６

２
８
８
８
２

●
●
●
巾
●

７
（
Ｕ
９
】
ｄ
ニ
ニ
ロ

リ
】
０
７
ｐ
】
３

勺
１
１
『
止
包
１

９
２
６
８
４

□
ｇ
●
●
０

７
７
７
７
９

２
３
３
９
８

，
ｃ
ｃ
□
●

６
４
３
４
１

３
３
３
３
４

１
２
４
５
５

□
の
■
●
０

２
６
４
２
９

６
６
０
６
６

１

６
３
４
６
２

●
、
●
●
■

４
５
７
９
９

８
１
５
７
０

２
３
４
２
３

’
１
１
２
２
２

２
２
２
２
２

８
０
８
３
５

ｊ
と
Ｊ
句
ゲ
・
』
処
）
ん
坐



性状と生化学検査結果
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Ⅳ考察

メタノール資化酵母での北洋白身魚粉代替率は１５冊では差がなく、代替率が更に増加する

とtDt長は雌下した。なお、血液検査の結果からは代轌率が高くなるに従って、貧血および肝臓

障害力鐇められた（４９年鐘報告）。そこで、配合率の|曇界と考えられる３０筋配合を基準と

して、成長俊進および貧血防止の観点から結晶シスチンおよびカルシウム麩混合物を添加した

ところ、増重効果は認められず、血液性状検査でのＨｏ．Ｈも値、血しょう生化学的検査での脂

質成分含有敵の低下がみられた（５０年度報告）。そこで、今年度はシスチンを単体として添

加するかわりに、シスチン含量の高い、フェザーミールを３，６，９妬の割合で添加し、その

効果を検討した。

メダノール資化酵母試験区の合区飼料中組蛋白量は、フェザーミールの添加により、対照区

と比較して、やや高くなった7>ﾐ、飼料効率、血液性状等の点から考えると、対照区に劣らない

成績であった。また、フェザー・ミールの添力峰が高くなるに従って、成長も良く（図３，参

照）、飼料効率も高い値を示し、また、ＨＣＣ、Ｈｂ、Ｈも等の倹査値も対照区とぼぽ同じ値を

示し、血液性状にも異常は認められなかった。しかし、フェサーミール無添加の６区でも成

長は良く、また飼料効率についても対照区とほぼ同じ1虜を示す等の綺果から、フェザーミー

ルの添加効果が明らかにあるとは言えない。

発酵血扮については、配合率が高くなるに従って、飼料効率、蛋白効率等の値は低下する傾

向がみられ、このi頃向iま、Ｈｂ、Ｈｔ等についてもはっきりと認められた。また、飼育試験末

期に、発酵血粉６０緒配合区で兄られた貧血症状は、血液学的検査結果から“錫息できた。ま

た臓器重量比等の瀧泉からも、対解区と比戦して、心臓や腎臓の肥大が認められる．したがっ

て、５区の徐試魚の6塁簾状態は極めて悪化してきており、血し上うの生化学的検査結果でも、

特に脂質成分（トリグリセライト．、リン脂質、コレステロール）、や無磯成分（鉄、マグネシ

ウム、リン）の低下がみられた。

これらの原国については、目下、繊討中であるが聯発酵血枌は、アミノ酸組成の点で、魚粉

と比較した場合には、極めて多量のロインンを含有している（表５，参照）。そこで、必鎮ア

ミノ酸であるロインン、イソロイシンの比率を算出すると、魚粉：１．７１（蛋白質４０，とし

て換算）であるのに対し、発酵血粉：４７３（蛋白質４０’として裟算）となり、アミノ酸組

成の点から考えると、やや特異な蛋白源であり、この点でも供試魚に貧血を起こさせる腺因の

一妾因があると考えられる。以上の事により考察すると、発酵血扮は単一の蛋白源として用い

る事は不可能であると考えられる．しかし、’５筋程度の配合率では、成長、供試魚の健康状△ID
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